






小児肥満は放置すると高率に成人肥満に移行するばかりでなく,成人型糖尿病,高血圧,脂

肪肝などの成人性疾患の危険因子を持つとともに,早くからこれらの疾病の発症をみるこ

とが注目されるようになった。肥満者の場合種々の代謝・内分泌上の変化を伴うことが知

られているが,とりわけ脂質異常は最も注目すべき点である。我々は前回,肥満児の性,年令

別,肥満度別にトリグリセライド,総コレステロール,動脈硬化係数について調べ,トリグリ

セライドは肥満児で高値を示し,総コレステロールは平均値としては正常範囲に分布する

が,200mg/dl 以上を高コレステロール血症とするとその頻度は肥満児で高く,動脈硬化係

数は肥満児で高値を示す者の多いことを報告した。 


